
かさま
このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡ください。

シリーズ52 笠ふるさと間に生きる人たち

市民力
代表者　橋本正男（南友部）
設　立　平成16年
会　員　34人

ビオトープビオトープ
天神の里を作る会天神の里を作る会
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会員のみなさん（周辺の山野草を天ぷらにして食べました。）

橋

本正男さん（会長
）よ

り

　私たちの会は、失われつつ
ある自然を取り戻すため、そ
の場所に見合ったビオトープ
作りを進めています。活動は、
草刈りや土工事など大変な作
業が多いのですが、整備され
た後には、必ず新たな生物が
現れ、私たちに感動を与えて
くれます。また、トンボやチョ
ウをはじめさまざまな生物と
出会い、森の自然があやなす
風景や香り、鳥や虫の鳴き声
など、森の命を感じ、リラッ
クスさせてくれます。
　皆さんも、「森林セラピー」
を体感しながら活動をしてみ
ませんか。

　私たちの会は、市環境基本計
画に基づき、失われた自然を取
り戻すため、ビオトープ（生物が
住める場所）を整備し、豊かな自
然を未来へ引き継ぐための活動
を展開しています。場所は、北
山公園から１km。
　平成16年から毎月１・２回の活
動で、刈り払いや池・木道など
の整備を進めています。当初は、
1,100㎡のメダカンボの里から始
まり、今では、トンボの里、カタ
クリの里などテーマに沿ったビ
オトープを整備。約10,000㎡の
ビオトープにまで成長しました。
　現在は、植物205種、チョウ
40種、トンボ25種、その他40種
が確認されています。
　本会は、ゲンジボタル観察会、
昆虫観察会などを行っており、
市民の方々が訪れ、親しまれる
ビオトープ天神の里を目指して
います。近年では、ハイキング
コースとして、多くの方が訪れ
るようになってきています。皆
さんも訪れてみませんか。

活動風景
オオムラサキの飼育施設建設作業

ゲンジボタル観察会
初めてゲンジボタルを見て感動していました。

活動風景
トンボの里木道清掃作業

30年前の生物を
取りもどそう。

視察風景
市内のハイキングクラブに施設を案内


